８　明治10年の海難
　明治10年3月、死者66名を出した海難は、泊港始まって以来の大事故であるが、これについて『泊村の歴史稿』は詳細にわたり次の様に述べているので転載する。

　　「明治五年泊宿戸籍」によると、当時泊の戸数、二百五拾弐戸中漁業によって暮しを立てていた者は、百四十四戸であった。その頃の漁船は、全部旧式の和船で、櫓と帆によって進行したが、帆はゴザ帆で布の帆はなく、方向を知る磁石を持つ者も少く、其の数は百艘ばかりであったと思われる。港は、藩政時代の始め頃に築かれたらしい波止が一ヶ所あるだけで、他の設備はなかった。

　　明治十年旧一月二十五日（新三月九日）

　　此の日は天気がよかったので、泊の漁船は、鰈底網に出漁したが、途中で（現場で仕事をはじめていた舟もあったかと思われる）泊の遠見堂の辺で、煙の上るのを見て全船が急いで帰港した。帰って見ると村には何事もなく、小学校の生徒が寒いため焚火をした為のものとわかったが、時間は少くなり其の日は出漁を取り止めた。
　　当時の小学校は、元御番所の建て物を校舎としていた。今でも村に変事があれば、遠見堂で火を焚き、沖の舟に知らせることにしている。

　　旧一月二十六日

　　此の日は、天気が悪くなりそうだったが、泊の漁師は、昨日の損出をとりもどそうと、三九艘出、出漁した現場で数時間操業しているうち、西北の風が吹き、天候が険悪になったので、操業を中止して急いで帰る舟もあった。五時頃には、風も強くなり波も高くなって、舟はゴザ帆を張って帰途についたが、日暮れになると、風は北に変り泊の港口は大波が折れ出した。舟の中には、磁石を待たぬ者もあって、風の変ったのを知らずそのまま帆で進んだ為、方向を間違える舟もあった。泊の港に近づいた舟のうち、早い者は、無事に入港したが、遅れて帰った舟は、折水波のため入港困難となり、無理に入ろうとして港口で転覆する舟もあった。入港を断念した舟のうちには、因幡の港を目指して行く者、沖で小EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なぎ),凪)を待つ者もあったが、その内ゴザを破られ水舟となる者もあって、舟に乗ったまま上陸することのむづかしいことを考えた漁師は、海岸近くを漕ぎ漕ぎ進んだが、中には転覆し海に投げ出される者もあった。一方陸でも大騒ぎとなった。泊はもとより、沿岸の者も海岸に集まり、身体に綱を巻き付け海中に飛び込んで泳いで上ろうとする人を助け上げるなどの作業を続けた。
　　此の夜は泊辺りは雪で白く、荒れ狂う風に吹かれて、雨戸を打つEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あられ),霰)の音と、大声で泣きながら往来する人の泣き声が聞かれて、此の世の地獄の観があったという。

　この海難事件についての記録は少なく、記録によって舟の着いた場所、死者の姓名なども多少違った点があるが、信頼の出来る記録をもとにして次の表を作った。

　　一月二十六日には出漁した三九船は、どれも鰈底網で鰈やカニをとったから、一船の乗員は六名が多く、五名の者もあったと思われ、三九EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そう),艘)の乗組員は、二百二、三〇人ではなかったかと思われる。下の表で無事に帰った船は早く仕事をやめて、帰り、港口の折れ波にあわなんだものと思われる。
　　作事（修繕）の船五艘は、少々こわれたが修繕の出来る船で、これは海岸に乗り上げ、乗員も殆ど海中に入ることのなかった者が多いかと思われる。

　　こわれた船一〇艘は、海中に転覆したが、其の場所が海岸に近かったため、乗員も比較的元気で生命を取り止めたと思われる。

　　死者を出した一七艘は、比較的沖や島など上陸に困難な場所で転覆した為、寒さと疲労によって精力が尽き、海中で息を引き取った者が多かったと思われる。なお、この死者六六人の中には、家に帰りながら歩いたり、温い物を飲んで急に息を引き取った者、宝木の浜に上陸し、浜に穴を掘って寒さをさけたが、村人に気付かれず、息を引き取った者もあった。なお、十七艘の乗組員のうち三〇人ばかりは、上陸して妻の温い身体で体温を増すなど、手厚い看護で生命をとりとめた。生命をとりとめた人の中には、宝木の清兵衛という人によって、乗員の全員が救われた者、園の浜でこわれた舟をかぶり、生命を取りとめた者もあった。六六人の死体中には、島や波によって手足や首が胴体からはなれた者、海に呑まれて上って来なかった者もあったと思われ、上ったバラバラの死体は、ハンバに寄せ墓を造り合葬した。この死者を確認出来なかった数は一〇人ばかりであったと思われる。
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　　次に一七船の船主と死者を列記する。

　　久助の船―伴七・段七・芳三郎・米蔵

　　国三郎の船―国三郎・弥平・義三郎・周三郎・七加平・関之助

　　浅五郎の船―浅五郎・常助・兵左衞門・治良助・林三郎・源六

　　宇三郎の船―宇三郎・平重郎・兼助・久蔵
　　多三郎の船―多三郎・為助・吉三郎

　　長右衛門の船―長右衞門・菊三郎・善助

　　儀三郎の船―清兵衞・安之助

　　徳左衞門の船―源三郎

　　多吉の船―多吉・辰治郎・長治郎・周治郎・孫右衞門・荘平

　　竹三郎の船―伊三郎・利三郎、吉五郎・孫七・利七・七之助

　　蔵左ヱ門の船―市蔵・重助・源六

　　平助の船―平助・徳治郎・定十郎・勝治郎

　　多七の船―多七・甚五郎・勘五郎・和五郎・沢右衞門・荘三郎

　　為七の船―久五郎・宇右エ門・武右エ門・佐太郎
　　仙助の船―仙助・善四郎・定治郎・元七・民三郎・幸七

　　嘉十郎の船―口七

　　甚三郎の船―甚三郎

　　称名寺と長清寺の過去帳によって、死者の姓名を別記するが、これは人数も少なく、名前も初めの者と一致せぬ者がある。人数の不足なのは、死体を確認出来なかったことによるだろうし、名前が一致せぬのは、当時の人が一人で二つも三つも名前を持っていた事と、名前の文字を様々に書いた為と思われる。（乗蓮寺にも泊の檀家があるが、この過去帳には海死者の名前は載せられていない。）

　　死者の姓名

　　　坂田久五郎・石本嘉平・石本関造・米村彦兵衞・三浦弥平・山根浅五郎・山根常助・

　　　山田甚五郎・松本幾三郎・橋本佐太郎・福本多七・佐分利口右エ門・磯本和五郎・磯

　　　見治助・竹林勝次郎・磯本甚三郎・橋本周次郎・橋岡定次郎・若林多吉・本磯庄三郎・
　　　鶴沢勝造・紅盛平造・若杉辰次郎・河本幸七・森本勘三郎・米村恵七・浜岡沢右エ門・

　　　戸田重助・若本長次郎・森菊三郎・原田孫右エ門・米原善四郎・山本善助・森本（名

　　　不詳）・浜野元七・浜口宇七郎・俵久造・鳥羽市造・稲坂源六・稲坂孫七・灘岡民三郎・

　　　佐野宇三郎・太田伊三郎・小林長右エ門・山下徳次郎

　以上称名寺の過去帳による。

　　　津村要助・中本多三郎・中本為助・宮下多七良の二男・伊藤七造・松本吉三良・野田

　　　治三良の二男・大和儀助の父・大浜兵左エ門

　以上長清寺の過去帳による。

　　明治9年鳥取・島根両県を合併して島根県が設けられた（明治14年鳥取県が再置された）。島根県は、此の海難救助の為、無利子十ヶ年賦をもって、486円を貸し与えたが、これは遺族の生活補助と船などの買入れ金に使われたものであろう（其頃米は、明治8年に1升5銭、明治11年には5銭3厘、明治15年には5銭1厘位であった。）
　園、松本唯二家保存文書によると、この明治10年3月10日の泊漁民の海難の際、園区民が総出でこの救難に尽力、167名の助命に貢献したとして、金5円が島根県から下賜された。

　　次はその感謝状写である。

伯耆国第九大区小一区

園村　平民　松本磯次郎

　　過ル三月十日、区内泊駅漁民逆風ニ罹リ、漁艇三十余艘一時覆没之際、園村人別一同速ニ馳付ケ、終夜救援切尽力遂ニ百六十七名ヲ助命セシムル節、抜群ノ働ヲ為セシ段寔以奇特之事ニ侯。
　　　依之為其賞金五円下賜侯事。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治十年七月十九日

島根県
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